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伊藤園（2593） 

 

 

伊藤園が 12月 1日に発表した上期決算（2016年 5-10月期）は、売上高が前年同期比 2.1％

増収の２５８１億円、営業利益が同 43.0％増益の 143 億円となりました。売上高は麦茶飲料の高

い伸びやタリーズブランドコーヒー飲料の堅調な成長によって計画を小幅に上回ったほか、営業利益

は増収効果に加え、製品構成の変化や原料・資材の低下効果もあって計画を大きく上回って着地して

います。 

 

こうした上期実績を受けて伊藤園では通期の業績予想を上方修正しています。売上高をそれまで

の 4715 億円から 4750 億円へと、営業利益を 200 億円から 205 億円へと引き上げています。

しかし、上期の営業利益が計画を 22 億円余り上振れたにも関わらず、通期の営業利益を 5 億円し

か引き上げなかったことから、下期（2016 年 11 月-2017 年 3 月期）の営業利益はこれまでの

予想から下方修正となっています。 

 

たた、下期の営業利益の見通しを見直したことで通期予想が小幅な上方修正に止まったというよ

りは、通期の予想を保守的に見積もった結果、下期の予想が下方修正となってしまったというのが本

当のところなのでしょう。会社側も上方修正した通期予想は控え目なものだとの認識で、今期の営業

利益は会社予想を上回って着地する可能性が高そうですが、仮に下期を従来の予想に置き換えると、

今期の営業利益は 2007年 4月期に記録した最高益に近い水準となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 － 通期上方修正ながら控え目な修正 - 



 
 

 

– 2 – 
Copyright (C) 2016 Monex, Inc. All rights reserved. 

  

 

 

 

当社は、本書の内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものではございません。

記載した情報、予想及び判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、勧誘するも

のではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。 

提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。当社は本書

の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。投資にかかる最終決定

は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。本書の内容に関する一切の権利は当社にありま

すので、当社の事前の書面による了解なしに転用・複製・配布することはできません。内容に関するご質問・ご照

会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。 
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